
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成26年10月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,602戸（－7）人　口　12,511人（－16）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）
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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,999人（－5）
女　6,512人（－11）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 田原　新一 様（細田）

津賀支部
　８月28日、愛育委員の原点を学びたいと要望があった、社会福祉法人旭川荘
を訪問しました。
　資料館では、旭川荘の成り立ちから現在に至るまでの歴史をビデオで視聴
し、その後展示に添って詳しく説明を受けました。
　説明では、今から約４０年前「すべての重症心身障害児に施設を」をスローガ
ンに、愛育委員さんが「愛の１日１円募金」運動を立ち上げ、やがて県内全体へと
広がり、地域の声が行政をも動かしたことで、重度障害児の施設建設へとつな
がった歴史を学びました。
　また、愛育寮訪問では、木工・夢農園・織工房・パン工房等、能力に応じた作業に一生懸命取り組んでおられました。
すばらしい作品を購入し、パンもおいしくいただきました。
　今後も活動を通して皆さんの健康と幸せを願い、地域の小さな声に耳を傾けていきたいと思います。

  材　料   作り方
①白菜はざく切り、にんじんは千切り、ツナ缶は油を切って

おく。
②①を鍋に入れ、白だしを入れて蓋をする。
③野菜がしんなりしたら、豆乳、角切りにした絹豆腐を入れ、

みそを入れてなじませ一煮立ちさせる。
④沸騰直前に火を止め、器に盛り、すりごま、柚子こしょうを

添える。

濃厚豆乳スープ（２人分）

白菜………………………………………… １／８個
ツナ缶……………………………………… １／２缶
絹豆腐……………………………………… １／２丁
にんじん…………………………………  小１／２本
白だし……………………………………… 大さじ１
豆乳………………………………………… １５０㏄
みそ………………………………………… 大さじ１
すりごま………………………………………   適量
柚子こしょう…………………………………… 好み

料理名

エネルギー：171kcal　たんぱく質：13.0ｇ　カルシウム：105mg　食塩：2ｇ

御北栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜
白　菜

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう
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 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊白菜がたくさんとれる季節になりました。

白菜は、鍋もの、炒め物、和え物、漬物などのさまざまな料理に使えます。
今回は体があったまる鍋を考えてみました。ぜひお家でも作ってみてください。
豆乳は沸騰しすぎないように注意してくださいね。

★白菜の栄養
　ほとんどが水分ですが、ビタミンＣやカルシウムも含まれています。
　これから寒くなる季節の風邪予防としても効果的です。

愛育委員会活動報告

広 報
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主な記事
・P02～特集 図書館に行こう！　　　
・P09～役場からのお知らせ
・P15～インフォメーション

【吉備高原鬼伝祭】
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み
ん
な
が
楽
し
め
る

�

図
書
館
を
目
指
し
て

　

町
の
図
書
館
で
は
、
地
域
の
情
報
拠
点
と

し
て
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
本
を
置
い
て
い
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の

催
し
や
展
示
、
地
域
資
料
な
ど
の
収
集
・
保

存
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
読
書
の
秋
を
前
に
、

意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
図
書
館
の
魅
力
を

お
伝
え
し
ま
す
。

図
書
館
の
紹
介

本
を
借
り
て
み
よ
う
！

●
施
設
の
位
置

　

か
も
が
わ
図
書
館（
下
加
茂
１
０
７
３

－

１
）

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
１
１
５

　

ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
図
書
館（
豊
野
１

－

２
）

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
３
１

●
開
館
時
間

　

火
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

土
、
日
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時�

●
休
館
日
に
つ
い
て

　

月
曜
日
及
び
第
３
日
曜
日
、
祝
日

　

年
末
年
始

※
12
月
28
日
か
ら
翌
年
の
１
月
４
日
ま
で

※�

特
別
整
理
期
間
（
約
10
日
程
度
）
等
に
よ

る
臨
時
休
館
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
図
書
館
カ
レ
ン

ダ
ー
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

①
ま
ず
は
利
用
者
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

　

町
内
在
住
、
在
勤
及
び
在
学
さ
れ
て
い
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
本
人
確
認
の
で
き

る
も
の
（
免
許
証
・
保
険
証
等
）
を
持
参
い

た
だ
き
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

②
実
際
に
本
を
借
り
て
み
よ
う

　

ご
希
望
の
本
を
見
つ
け
た
ら
、
図
書
館

カ
ー
ド
と
一
緒
に
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。

　

・
貸
出
冊
数　

両
館
あ
わ
せ
て
10
冊
ま
で

　

・
貸
出
期
間　

２
週
間
以
内

※�

雑
誌
の
最
新
号
と
館
内
利
用
の
本
は
貸
し

出
し
で
き
ま
せ
ん
。

③
本
を
返
す
に
は

　

開
館
時
間
内
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
返
却
く

だ
さ
い
。

　

・
図
書
館
カ
ー
ド
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

・�

図
書
館
が
休
館
の
と
き
は
、
返
却
ポ
ス

ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※�

次
の
方
の
予
約
が
な
け
れ
ば
、
１
回
に
か

ぎ
り
返
却
予
定
日
よ
り
２
週
間
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

返
却
期
限
日
か
ら
14
日
間
を
経
過
し
た
場

合
は
、
督
促
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
本
は
ご
家
庭
か
ら
で
も
探
せ
ま
す

　

吉
備
中
央
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
、

図
書
館
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
蔵
書
検
索
や
本
の

予
約
が
可
能
で
す
。

ア
ド
レ
ス
：http://www.town.kibichuo.lg.jp

図
書
館
に
あ
る
資
料
は
大
切
な

財
産
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

み
ん
な
で
気
持
ち
よ
く
利
用
し

ま
し
ょ
う

◆
返
却
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。
期
限
を
よ
く

確
認
し
、
必
ず
貸
出
期
間
内
に
返
却
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

期
限
内
に
読
み
切
れ
な
か
っ
た
場
合
、
次

の
予
約
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
貸
出
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
来
館

ま
た
は
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
本
は
大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　

誤
っ
て
本
に
書
き
込
ん
だ
り
、
汚
し
た
り

破
っ
た
り
し
な
い
よ
う
大
切
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

雑
誌
や
新
聞
は
譲
り
合
っ
て
利
用
し
、
読

ん
だ
後
は
必
ず
所
定
の
位
置
へ
お
戻
し
く
だ

さ
い
。

　

万
が
一
、
失
く
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆�

館
内
で
は
他
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
静
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

館
内
で
携
帯
電

話
の
使
用
は
で
き

ま
せ
ん
。
マ
ナ
ー

モ
ー
ド
に
設
定
の

う
え
着
信
音
や
操

作
音
な
ど
が
鳴
ら

な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
館
内
で
、
飲
食
・
喫
煙
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご存知ですか？図書館が行っている便利なサービス�～皆さんとを本を結ぶ～

　蔵書検索・予約システム

　予約・リクエスト

　本の配送サービス 　相互貸借サービス／県立図書館との連携

　新着図書・テーマ展示コーナー

　レファレンスサービス
　画面の指示に従い、書名、
著作者名などのキーワード
を入力することで、簡単に
蔵書検索・予約ができます。
　また、ご家庭のパソコン
から、インターネットを利
用して蔵書検索、図書の予
約もできます。

　読みたい本が貸出中のとき、またご希望の本がな
いときは、「予約・リクエスト用紙」に記入し、カ
ウンターに出してください。
　貸出中の本は返却されしだい
ご連絡いたします。
　また、図書館にない本は購入
または他館からの借り受け等に
より、可能な限りご要望にお応
えいたします。

　配送ルートになっている以下
の場所で貸出本の受取、返却が
可能です。
・教育委員会（吉川4860-6）
・町内各公民館
　（豊野、津賀公民館は除く）
※�大型絵本や紙しばいは図書館
で受取、返却となります。

　探している本が見つからない
場合は、県立図書館をはじめ県
内の公立図書館とのネットワー
クにより、本を取り寄せること
ができます。
・県立図書館の利用者カードの作成ができます。
・�県立図書館で借りた本の返却やインターネットで
予約した本の受取・返却もできます。

　新着図書コーナーは、入っ
たばかりの新しい本が並べら
れ、随時入れ替わっています。
　テーマ展示コーナーでは、

今が旬の話題の本
や、季節の話題に
関する本などを紹
介しています。

　レファレンスとは、図書
館の職員が利用者の調べも
のをお手伝いするサービス
です。「こんな本を探した
い」「最近の新聞記事を閲
覧したい」。そんなときは
どうぞお気軽にご遠慮なくお尋ねください。職員が
資料や情報を探すお手伝いをします。

図書館に行こう！特集
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図書館が実施する行事を紹介！

ボランティアの皆さんが活躍しています！！

ぬいぐるみ図書館お泊り会 おはなしのへや
�「わくわく」、「おいでおいで」

　子どもたちのお気に入りのぬいぐるみが図書館で
「お泊まり」します。館内を探検したりする場面を
職員が撮影し、ぬいぐるみを迎えに来た子どもたち
にその様子を伝えます。
　子どもたちに想像する楽しさを感じてほしいと願
い、年１回開催しています。

●伝承発掘講座
　地域に口伝えで残されてきた民話や風習、信
仰、祭り、技術や知識などを記録し後世に伝え
ていく活動を行っています。皆さんの身近に伝
わる話や事柄があればぜひ図書館にご連絡くだ
さい。
●出前図書館
　町内で行われる行事などに、図書館から関連
する本などを持ってお伺いし、本の貸し出しを
行います。利用者登録もできます。
※�出前図書館については事前に申し込みが必要
です。
　図書館へお尋ねください。

　お話の読み聞かせなどを通して、本の楽しさを子
どもたちに伝えます。
○わくわく（幼児小学生対象）…毎月第３土曜日
○おいでおいで（乳幼児対象）…毎月第２・第４木曜日
※�会場は告知放送、町ホームページでお知らせしま
す。

●おとなの朗読会
　朗読を聞くことを通して、日ごろ自分自身で本を読
むこととは一味違う楽しさをより多くの方々へお届け
し、深く本の世界に触れてもらうために開催しています。
　心に響く名作文学や、童話などの朗読に触れ、すて
きなひと時をすごしてみませんか？

そのほかにもこんなことを行っています

●銀河 cafe（カフェ）全５回
11月14日（金）（第４回）
会場：�ロマン高原かよう総合
　　　会館　多目的ホール
演目：宮沢賢治作
　　　「銀河鉄道の夜」
共催：おはなしや

朗読の会 ゆう＆ゆう 加賀語りの会どんぶらこ レインボー おはなしや
　町図書館主催の朗読チャ
レンジ講座の修了生による
会で、毎月第４土曜日に練
習をされています。
　毎年12月のクリスマス朗
読館を開催されます。

　町図書館主催の「立石お
じさんの語りの学校」を卒
業したメンバーを中心に結
成された語りの会です。新
春初語り「福福来来」を開
催されます。

　手作りの人形を使って、
人形劇を中心とした活動を
されています。
　毎年11月に行われる読書
フェスティバルでは、オリ
ジナル作品を上演されます。

　年１回、片山邸でおはな
し会を開くほか、町内幼稚
園、小学校に出向き、音楽
を交えた絵本の見せ語りを
されています。

　

本
は
、
面
白
い
！　

楽
し
い
！　

う
れ
し
い
！　

冒
険

が
あ
る
！　

夢
が
あ
る
！　

希
望
が
あ
る
！

　

主
人
公
と
一
緒
に
な
っ
て
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
、
感
動

や
感
激
が
湧
い
て
き
ま
す
。
違
う
時
代
や
違
う
国
、
違
う

人
物
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
辛
い
こ
と
や
迷

い
に
直
面
し
た
時
に
良
い
本
と
出
会
え
る
と
大
き
な
助
け

に
な
り
ま
す
。
生
き
る
力
に
も
な
り
ま
す
。
今
ま
で
自
分

に
な
い
視
点
を
持
つ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
次
は
ど
ん
な
本
と
出
会
え
る
か
。
私
に
と
っ
て

本
を
読
む
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
、
読
み
た
い
本
を
選
ぶ
こ

と
も
楽
し
み
な
時
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
行
っ

て
ゆ
っ
く
り
と
読
み
た
い
本
を
探
す
時
間
も
読
ん
で
い
る

時
と
同
じ
よ
う
に
楽
し
い
時
間
。

　

秋
の
夜
長
、
今
度
は
ど
ん
な
本
に
出
会
え
る
か
な
？

　

こ
こ
で
は
、
読
書
に
関
す
る
思
い
や
、
心
に
残
る
大
好

き
な
一
冊
な
ど
に
つ
い
て
、
図
書
館
を
利
用
す
る
皆
さ
ん

に
伺
い
ま
し
た
。

　

ひ
ょ
う
き
ん
な
顔
を
し
た
〝
マ
ダ
ラ
ギ
ン
ポ
〟
が
、
し

み
じ
み
「
あ
り
が
た
か
海
だ
な
ぁ
」
と
言
っ
て
い
る
場
所

は
、
工
場
排
水
の
水
銀
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
熊

本
は
水
俣
の
海
の
中
で
す
。

　

こ
の
写
真
集
は
、
荷
烈
な
汚
染
か
ら
見
事
に
復
活
を
果

た
し
た
今
の
水
俣
を
、
山
・
川
・
海
を
繋
ぐ
水
の
道
に
沿
っ

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
す
っ
か
り
た
く
さ
ん
の
命
を
育
む
豊
饒
の
海
へ
と

再
生
し
た
不し

ら
ぬ
い

知
火
海か
い

。そ
こ
に
住
ま
う
生
き
も
の
た
ち
も
、

色
鮮
や
か
で
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
そ
の
の
び
の
び
と
し
た
様

子
か
ら
は
、
か
つ
て
の
悲
劇
が
全
く
想
像
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
公
害
は
今
な
お
多
く
の
方
々
を
病
に
苦
し
め
て

い
ま
す
。

　

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
水
俣
の
歴
史
が
、
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
真
の
復
興
と
は
何
か
を
深
く
考
え

さ
せ
て
く
れ
ま
す

　

娘
の
好
き
な
本
は
〝
し
ず
く
ち
ゃ
ん
〟
と
い
う
雫
の
妖

精
が
出
て
く
る
４
コ
マ
漫
画
の
本
で
す
。

　

こ
の
本
を
見
つ
け
て
「
こ
れ
が
読
み
た
い
」
と
言
っ
た

時
は
３
歳
児
に
は
ま
だ
早
い
と
戸
惑
い
ま
し
た
。
で
す
の

で
「
お
母
さ
ん
は
こ
の
本
ど
う
や
っ
て
読
め
ば
い
い
の
か

わ
か
ら
ん
」と
言
っ
て
み
ま
し
た
が
、そ
れ
で
も
借
り
る
！

と
。

　

き
れ
い
な
色
使
い
と
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
が

娘
の
心
を
つ
か
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で
「
読
ん
で

読
ん
で
」
だ
っ
た
娘
が
字
も
読
め
な
い
の
に
何
や
ら
ブ
ツ

ブ
ツ
一
人
で
本
を
見
つ
め
て
「
私
本
読
ん
で
る
の
」
と
。

そ
れ
か
ら
図
書
館
へ
行
く
と
「
私
が
勉
強
す
る
本
」
と
必

ず
「
し
ず
く
ち
ゃ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
を
借
り
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

自
ら
本
を
読
み
た
い
と
思
う
ほ
ど
本
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
色
ん
な
本
を
読
ん
で
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■
水
俣
物
語
（
新
日
本
出
版
社
）
尾
崎
た
ま
き
（
著
）

　
水
銀
公
害
「
水
俣
病
」
か
ら
何
十
年
も
の
歳
月
を
経
た

現
在
、
苛
烈
な
汚
染
を
生
き
抜
い
て
き
た
海
の
生
き
も
の

た
ち
、
水
俣
病
と
向
き
合
い
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
人
び

と
の
姿
を
撮
り
続
け
た
写
真
集
。

■
し
ず
く
ち
ゃ
ん（
岩
崎
書
店
）ぎ
ぼ
り
つ
こ（
著
、イ
ラ
ス
ト
）

　
小
さ
な
し
ず
く
の
妖
精
、
し
ず
く
ち
ゃ
ん
。
雨
に
な
る

と
大
活
躍
す
る
、
か
わ
い
い
不
思
議
妖
精
。
し
ず
く
妖
精

の
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
遊
ぶ
様
子
が
か
わ
い
い
４
コ
マ
漫

画
絵
本
。

私
に
と
っ
て
読
書
と
は
？

心に栄養を

『水俣物語』

『しずくちゃん』

小
こ

虎
とら

佳
よし

恵
え

さん（竹荘）

藤
ふじ

澤
さわ

照
てる

代
よ

さん（竹部）

伴
ばん

野
の

真
ま

理
り

さん　　

皐
さ

月
つき

ちゃん（竹部）

【お問い合わせ先】　　かもがわ図書館　　　　　☎0867－34－1115
　　　　　　　　　　　ロマン高原かよう図書館　☎0866－54－1331
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大
和
小
学
校
学
校
保
健
推
進
表
彰

大
和
地
区
健
康
の
つ
ど
い

南
極
の
環
境
に
び
っ
く
り
！

　

７
月
31
日
、
津
山
市
で
開
催
さ
れ
た
第
61
回
岡
山
県
学
校

保
健
研
究
大
会
に
お
い
て
、
大
和
小
学
校
が
学
校
保
健
推
進

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
保
健
に
関
し
て
、
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た

学
校
に
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
校
は
、
学
校
医
や
保
護
者
、
地
域
の
方
、
保
健
師
と
連

携
し
、
学
校
保
健
委
員
を
核
と
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む

中
で
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
指
導
を
教
科
や
学
校
行
事
と

関
連
さ
せ
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
・
26
年
度
に
は
「
噛
む
Ｕ
Ｐ
大
和
っ
子
」
を

テ
ー
マ
に
歯
の
保
健
指
導
を
展
開
。
児
童
の
む
し
歯
治
療
率

１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
独
自
の
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
カ
ー
ド
「
や
ま
と
っ

こ
元
気
カ
ー
ド
」
を
利
用
し
結
果
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
児

童
や
保
護
者
へ
、
わ
か
り
や
す
い
生
活
習
慣
見
直
し
な
ど
の

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

8
月
29
日
、
大
和
公
民
館
で

「
大
和
地
区
健
康
の
つ
ど
い
」

（
主
催
＝
大
和
を
も
っ
と
よ
く

し
よ
う
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
が
互
い
に
支

え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
同
会

が
、
地
域
の
お
年
寄
り
の
ふ
れ

あ
い
の
場
に
な
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
た
も
の
で
、
地
域
住
民
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
町
保
健
師
指
導
の
も
と
、
誰
で
も
手
軽
に

行
え
る
健
康
体
操
や
ク
イ
ズ
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
満
面
の

笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
地
区
の
小
学
生
も
参
加
し
た
昼
食
会
で
は
、
楽

し
く
会
話
し
な
が
ら
、
う
ど
ん
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
山や

ま

口ぐ
ち

道み
ち

惠え

さ
ん
（
西
）
は
「
日
ご
ろ
出

会
え
な
い
方
と
も
お
話
が
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
、
大
和
小
学
校
で
元

日
本
南
極
地
域
観
測
隊
員
の
堀ほ

り

川か
わ

秀ひ
で

昭あ
き

さ
ん
に
よ
る「
南
極
ク
ラ
ス
」

（
主
催
＝
大
和
小
学
校
）
が
開
催

さ
れ
、
同
校
児
童
や
地
域
住
民
が

過
酷
な
自
然
環
境
や
観
測
隊
の
活

動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
５
・
６
年
生
児
童

が
環
境
教
育
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、

南
極
昭
和
基
地
の
歴
史
や
気
象
状
況
、
隊
員
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
写
真
や
動
画
を
見
な
が
ら
学
習
。
本
物
の
防
寒
服
が

披
露
さ
れ
る
と
、
児
童
は
興
味
深
そ
う
に
実
際
に
触
れ
て
い

ま
し
た
。

　

南
極
ク
ラ
ス
で
は
、
全
校
児
童
と
保
護
者
・
地
域
住
民
が

参
加
し
、基
地
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
南
極
に
す
む
動
物
、オ
ー

ロ
ラ
な
ど
の
映
像
を
見
な
が
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
南
極

で
採
取
さ
れ
た
約
２
万
年
前
の
氷
に
触
れ
る
機
会
も
あ
り
、

参
加
者
は
、
氷
を
入
れ
た
コ
ッ
プ
に
耳
を
傾
け
、
パ
チ
パ
チ

と
音
を
立
て
て
溶
け
る
様
子
を
観
察
し
ま
し
た
。

吉
備
中
央
町
社
会
福
祉
大
会

　

９
月
６
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か

よ
う
総
合
会
館
で
吉
備
中
央
町

社
会
福
祉
大
会
（
主
催
＝
吉
備

中
央
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
方
々
に
、
同
協
議
会
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
円
城
安
心
ネ
ッ
ト
」「
大
和
を
も
っ
と
よ
く
し

よ
う
会
」
に
よ
る
地
域
住
民
の
実
践
活
動
、
岡
山
北
警
察
署

に
よ
る
交
通
事
故
防
止
の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
行
わ
れ
た
講
演
で
は「
人
を
看
取
る
町
」と
題
し
、

ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
野
の
花
診
療
所
（
鳥
取

市
）
の
徳と

く

永な
が

進す
す
む

先
生
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
、
安

心
し
て
最
期
を
迎
え
る
た
め
の
在
宅
医
療
に
つ
い
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
会
場
内
で
は
、
介
護
事
業
所
の
活
動
紹
介
や

福
祉
用
具
の
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
福
祉
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

８
月
28
日
、
吉
川
西
山
地
内

に
あ
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設
予

定
地
で
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、

吉
備
中
央
町
大
規
模
太
陽
光
発

電
所
（
西
山
発
電
所
）
の
建
設

に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
有
地
の
有
効
活

用
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

を
目
的
に
町
が
事
業
主
体
と

し
て
建
設
す
る
も
の
で
、
２
・

８
ha
の
敷
地
に
、
約
８
０
０
０

枚
、
出
力
１
・
７
５
Ｍ
Ｗ
（
メ

ガ
ワ
ッ
ト
）
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
設
置
、
年
間
売
電
量
は
約

２
５
９
万
KW
／
ｈ
（
キ
ロ
ワ
ッ

ト
／
ア
ワ
ー
）
で
、
全
量
中
国

電
力
株
式
会
社
へ
売
電
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

初
期
投
資
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
建
設
費
や
設
備
機
器
一
式

を
含
め
た
20
年
の
包
括
的
賃
貸
借
契
約
に
よ
る
委
託
方
式
で

行
わ
れ
、
平
成
27
年
４
月

の
稼
働
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

年
間
収
益
は
、
約
３
，

３
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
そ
の
収
益
は
、
少

子
化
対
策
や
定
住
促
進
な

ど
の
政
策
に
活
用
す
る
予

定
で
す
。

　

9
月
22
日
、
加
賀
中
学
校

で
剣
道
を
通
し
て
非
行
防

止
を
学
ぶ
特
別
授
業
が
行

わ
れ
、
同
校
の
１
、２
年
生

１
８
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
武
道
の
授
業
に

剣
道
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
岡
山
北
警
察
署
と

連
携
。
剣
道
の
授
業
を
通
し

て
、
非
行
少
年
を
生
ま
な
い

社
会
づ
く
り
を
目
指
そ
う

と
、
岡
山
県
下
で
初
め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
全
日
本
選
手
権
の
出
場
経

験
の
あ
る
県
警
機
動
隊
の
６
名
の
警
察
官
が
指
導
。
模
範
演

技
や
打
ち
込
み
稽
古
を
披
露
し
た
後
、
生
徒
は
隊
員
か
ら
竹

刀
の
持
ち
方
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら
素
振
り
を
行
い
ま
し�

た
。

　

ま
た
、
楠
本
警
部
補
が
「
剣
道
で
な
く
て
も
一
生
懸
命
打

ち
込
め
る
も
の
を
探
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
、
生
徒
た

ち
は
非
行
防
止
に
つ
い
て
真
剣
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
建
設
に
着
手

剣
道
を
通
し
て
非
行
防
止
を
学
ぶ
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消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

11
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成26年11月27日（木）
午前９時～正午

会場 老人福祉センター
ふれあい荘

井原コミュニティ
センター

相談
内容 行政相談・福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日　
　
時

会　
　
場

平
成
26
年
11
月
４
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
11
月
18
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
26
年
11
月
６
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
ご
存
じ
で
す
か
？

　
申
請
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

土
地
売
買
の
取
引
に
は

�

届
出
が
必
要
で
す

給
付
金
の
申
請
期
限
が

�
迫
っ
て
い
ま
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
な
ど
の
契

約
で
取
得
し
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に

よ
り
、
知
事
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

○
届
出
対
象

　

⑴
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域
で
は

　
　

２
，０
０
０
㎡
以
上

　

⑵
⑴
以
外
の
都
市
計
画
区
域
で
は

　
　

５
，０
０
０
㎡
以
上

　

⑶
都
市
計
画
区
域
以
外
の
地
域
で
は

　
　

１
０
，０
０
０
㎡
以
上

　

の
土
地
の
権
利
を
売
買
な
ど
の
契
約
に
よ

り
取
得
し
た
方
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
期
限

　

土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を
結
ん
だ
日
か

　

ら
、
契
約
日
を
含
め
て
２
週
間
以
内

○
届
出
先

　

企
画
課　

総
合
政
策
班
（
賀
陽
庁
舎
）

※�

届
出
用
紙
は
企
画
課
及
び
備
前
県
民
局
に

あ
り
ま
す
。ま
た
、岡
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課　

総
合
政
策
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４

　

２
つ
の
給
付
金
の
申
請
期
限
は
11
月
４
日

㈫
で
す
！　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
臨
時
福
祉
給
付
金

【
支
給
対
象
者
】

　

平
成
26
年
1
月
1
日
に
吉
備
中
央
町
の
住

民
で
、
平
成
26
年
度
の
住
民
税
非
課
税
者
。

　

た
だ
し
住
民
税
課
税
者
の
扶
養
と
な
っ
て

い
る
場
合
や
生
活
保
護
の
方
は
対
象
外
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
へ
8
月
に
申
請
書

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
添
付
書
類
を
添
え
て

期
限
ま
で
に
役
場
福
祉
課
・
各
支
所
・
出
張

所
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
福
祉
課　

社
会
福
祉
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
７

◎
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

【
支
給
対
象
者
】

　

平
成
26
年
1
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者
。

　

た
だ
し
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
や
生

活
保
護
の
方
は
対
象
外
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　

対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
へ
７
月
下
旬
に
申

請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
期
限
ま
で
に
役

場
保
健
課
・
各
支
所
ま
た
は
出
張
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
保
健
課　

子
育
て
支
援
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

詳
し
く
は
、広
報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

平成26年度　食育推進ポスターコンクール審査会開催
　吉備中央町栄養改善協議会主催による食育推進ポスターコンクール審査会が９月26日、ロマン高原かよう総合
会館において行われました。
　今年度は、町内の各小学校から155点もの応募があり、同会の森

もり

田
た

光
てる

子
こ

会長をはじめ山本町長、津島教育長、
地産地消推進協議会の小

こ

林
ばやし

豊
ゆたか

副会長で審査が行われました。
　飽食の時代と言われ何不自由なく食べることができたり、外食産業では、大量に食材が捨てられたりする中、
今回、食育推進ポスターコンクールを通して「食に感謝する気持ち、楽しい食卓、食べることの大切さ」など「食」
が健康（心、体）の基本となっていると感じられる素晴らしい作品が揃いました。なお、主な優秀作品は次のと
おりです。（敬称略）
【吉備中央町栄養改善協議会　会長賞】

【吉備中央町長賞】

【吉備中央町教育長賞】

【吉備中央町地産地消推進協議会　会長賞】

〈
低
学
年
の
部
〉

�

大お
お

塚つ
か　

慧け
い

（
津
賀
小
１
年
）

〈
低
学
年
の
部
〉

�

難な
ん

波ば

遼り

空く

（
豊
野
小
１
年
）

〈低学年の部〉
野
の
瀬
せ
銀
ぎん
太
た
（上竹荘小２年）

〈低学年の部〉
西
にし
谷
たに
美
み
湖
こ
（大和小２年）

〈中学年の部〉
西
にし
　彩
あや
那
な
（大和小４年）

〈中学年の部〉
藤
ふじ
原
わら
侑
ゆ
奈
な
（吉川小４年）

〈高学年の部〉
孝
こう
本
もと
加
か
奈
な
（大和小６年）

〈高学年の部〉
古
こ
好
よし
優
ゆう
正
せい
（豊野小６年）

〈高学年の部〉
難
なん
波
ば
　茜
あかね
（大和小６年）

〈
中
学
年
の
部
〉

�

寺て
ら

本も
と

咲さ
く

耶や

（
吉
備
高
原
小
３
年
）

〈
中
学
年
の
部
〉

�

綱つ
な

嶋し
ま

夏な
つ

実み

（
下
竹
荘
小
４
年
）

〈
高
学
年
の
部
〉

�

山や
ま

本も
と

雅ま
さ

大ひ
ろ

（
豊
野
小
５
年
）
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11月は児童虐待防止月間です
おや？あの子どうしたのかしら……。
　全国的に児童虐待の件数は増加しており、悲惨な事件が後を絶ちません。
　虐待をしてしまう多くの親は、最初から虐待をするつもりではありません。ほんのささいなことが少しず
つエスカレートして虐待につながってしまいます。
●平成26年度児童虐待防止推進月間標語　『ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪』
◎子どもを虐待から守るための５か条
　　①「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告をしてください）
　　②「しつけのつもり……」は言い訳（子どもの立場に立って判断しましょう）
　　③ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行しましょう）
　　④親の立場より子どもの立場（子どもの命を最優先しましょう）
　　⑤虐待はあなたの周りでも起こりうる（特別なことではありません）

児童虐待は　社会全体で解決すべき問題です。
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときやご自身が出産や子育てに悩んだときは、児童相談所や保
健課に連絡してください。
　【ご相談・通告先】　　保健課　地域保健班　　　☎０８６６－５４－１３２６
　　　　　　　　　　　岡山県中央児童相談所　　☎０８６－２３５－４１５２

11月８日は「いい歯の日」です
　おかやま県民の歯と口の健康づくり条例が平成23年４月１日から施行となり、よ
り多くの方に歯と口の健康づくりに関心を持っていただくために「いい歯の日」が
設けられました。
　子どもの歯（乳歯）は１歳６カ月で生え揃います。吉備中央町では既に３歳で36.9％の子どもがむし歯になっ
ています。将来、むし歯にならないように、子供の時から歯みがきの習慣をつけて歯を守ってあげましょう。

むし歯の原因
　口の中には、歯垢というむし歯菌の塊があります。歯垢1グラムには、むし歯菌が1兆個います。

➡ ➡ ➡
むし歯菌

だらだらと食べていると…あれっ、歯に穴があいてしまった。むし歯になったんだ。おやつは１日２回以内、時間を決めて食べましょう。

★はみがき教室を行っています
　吉備中央町では、６月から10月にかけて、幼稚園・保育園を巡
回して歯みがき教室を行っています。今年は「噛むことの大切さ」
についてお話しました。
　１口30回とよく噛むことで①頭が良くなる②歯・あごを強くす
る③だ液で口の中をきれいにする④おなかの調子が良くなる⑤ご
飯を美味しく食べれることをお話ししました。
　歯みがきでは、園児は丁寧に歯みがきができました。おうちでも必ず大人が仕上げ磨きをしてあげましょう。

★家族からのむし歯菌の感染に注意
　子どものむし歯の多くは、身近にいる保護者の「だ液」を通して感染します。
　予防するには、大人が噛んだ食べ物を直接口移しで与えたり、スプーンやコップなどを共有するのは避けま�
しょう。

家族みんなでむし歯を予防しましょう

上手に歯をみがこうね ごはんはよくかんで食べよう

平成27年度の幼稚園・保育園入園の申し込み受付について
※受付は、幼稚園・保育園ともに保健課で行います。

幼稚園・保育園などの利用を希望する保護者の方に、利用のための認定を受けていただきます。
３つの設定区分に分かれます。

１号認定

２号認定

３号認定

利 用 先

利 用 先

利 用 先

教育標準時間認定

満３歳以上・保育認定

満３歳未満・保育認定

幼稚園＋一時預かり

保育園

保育園

お子さんが満３歳以上で、教育を希望される場合

お子さんが満３歳以上で「保育の必要な事由」に該当し、
保育園などでの保育を希望される場合

お子さんが３歳未満で「保育の必要な事由」に該当し、保
育園などでの保育を希望される場合

★入所基準：児童及び児童の両親等が町内に住所を有していること
＊�保育園などでの保育を希望される場合の保育認定（２号認定、３号認定）は両親のいずれもが以下の事由
に該当することが必要です。
　■就労（フルタイムのほか、パートタイム、夜間、居宅内の労働など、基本的にすべての就労を含む）
　■妊娠、出産
　■保護者の疾病、障害
　■同居又は長期入院している親族の介護・看護
　■災害復旧
　■求職活動 (起業準備も含む）
　■就学（職業訓練校等における職業訓練を含む）
　■虐待やＤＶのおそれがあること
　■育児休業取得中に、すでに保育を利用している子どもがいて、継続利用が必要であること
　■その他、上記に類する状態として市町村が認める場合
★保育対象年齢：１歳から就学前（大和保育園は６ヵ月から就学前）
★申込受付期間：平成26年11月４日（火）～平成26年11月28日（金）
★提　 出 　先：申込書は各幼稚園・保育園、保健課へ提出してください。
★申込書類等：�支給認定申請書・就労証明書・平成26年度市町村民税課税証明書（平成26年1月1日現在

吉備中央町に住民票登録がない方）申込書類等は保健課・加茂川総合事務所・各幼稚園・
保育園にあります。

★年度途中における保育希望者：入所希望2か月前に希望する保育園または保健課へ連絡してください。
　なお、年度途中の入所申込みは入所園児数の都合でお断りする場合がありますので、ご了承ください。
★開園時間：幼稚園　�午前８時から午後２時までです。全園で午後２時から午後６時まで一時預かりをして

います。
　　　　　　保育園　�午前７時30分から午後６時までです。豊野・吉川保育園では午後７時まで延長保育を

行っています。
★保　 育 　料：�新制度により国の基準が変更のため具体的な保育料は後日お知らせする予定です。保育料

は保護者の所得（市町村民税額）に応じた額になります。短時間保育（８時間）、標準時
間保育（８時間以上）によって保育料が変更になる場合があります。

【お問い合わせ先】
　　　　幼稚園：教育委員会　教育総務班（吉川4860-6）　☎0866－56－9191
　　　　保育園：保健課　　　子育て支援班　　　　　　　☎0866－54－1326

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班
� ☎0866－54－1326
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11月は年金月間です！
　公的年金制度は、長い老後の生活を安心できるものにするため、社会全体で高齢者の生活を支
えていく相互扶助の考えを取り入れた制度です。
　制度の健全な運営のためにも、一人一人が公的年金制度の意義を正しく認識し、きちんと加入
しましょう。

■年金は世代と世代の支え合い………………………………………………………………………
　若い世代の人は、「年金」というと、身近に感じられることは少ないかもしれませんが、やが
て訪れるあなた自身の老後や、あなたの親の老後生活には欠かせないものとなっています。
　もし、公的年金がなかったら、核家族化や少子化が進む中で、仕送りなど自分の親に対する経
済的な負担が大きくなります。
　また、病気やけが、経済変動などの予測不可能な出来事に、個人の貯蓄などだけで対応してい
くことは難しいものです。
　国民年金や厚生年金などの公的年金は、その時の若い世代が保険料を納めることによって高齢
世代を支える「世代と世代の支え合い」の仕組みによって成り立っています。

■国民年金５つの安心……………………………………………………………………………………
①�国民年金は、国が責任を持って運営する制度です。世代間で支え合う仕組みなので、日本の国
が存続する限り、つぶれることはありません。
②年金額の２分の１は、国が負担しています。
③国民年金は、どんなに長生きしても、生涯にわたって支給されます。
④国民年金は、老後の所得を保障する老齢基礎年金だけではありません。
　�病気や事故で障害が残った時には障害基礎年金、一家の働き手が亡くなった時には遺族基礎年
金が支給され、現役世代の「万一」にも備えることができます。
⑤国民年金の年金額は、物価等の経済の変動に応じてスライドし、実質価値が守られます。

■国民年金の加入者（被保険者）は３種類です…………………………………………………
　第１号被保険者……自営業者・農林漁業者・学生・無職の人
　第２号被保険者……会社員や公務員など、厚生年金や共済組合に加入している人
　第３号被保険者……厚生年金や共済組合の加入者（第２号被保険者）に扶養されている配偶者

　第１号被保険者になる場合は、役場で加入手続きが必要です。第２号被保険者になるには勤務
先、第３号被保険者になるには配偶者の勤務先への届出が必要です。
　結婚や就職、離職などで加入する種類が変わるときは、その都度届出をお願いします。

将来の年金受給は、加入し、保険料を納めることから始まります。公的年金制
度への皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】　住民課　戸籍住民班　　☎０８６６－５４－１３１６

平成26年度 吉備中央町園芸産地形成推進事業について
　ピオーネ・ブルーベリーの苗の植栽、ハウスの設置を計画されている方は、申請書の取りまとめを行いますので、下記
の窓口までご連絡をお願いいたします。
　また、申請期限を、平成26年11月14日㈮までとさせていただきますので、現在申請を検討中の方はお早めにご相談く
ださい。
　なお、平成27年度からピオーネ植栽・ブルーベリー植栽助成事業の苗代助成については、補助率が１／２になります
ので、ご注意ください。

補助事業名 申請窓口 事業内容 採択基準 補助率等

ピオーネ
植栽助成事業 農林課 苗代の補助

⑴�植栽地は１ａ以上、３本以
上の新植もしくは改植であ
ること。
⑵販売を目的としていること。
⑶果樹共済へ加入すること。

苗代の10/10

ブルーベリー
植栽助成事業

農林課
（吉備中央町ブルー
ベリー振興協議会事
務局（道の駅かよう
内）を経由）

苗、土壌改良
資材の補助

⑴�植栽地は３ａ以上、60本
以上の新植であること。
⑵販売を目的としていること。

苗代の10/10
苗１本につき、ピー
トモス25リットルの
10/10

ハウス野菜産地
形成推進事業 農林課 ハウス施設

整備費の補助

⑴�ハウスの面積は100㎡以上
250㎡以内であること。
⑵�生産された野菜は、販売を
目的としていること。

ハウス施設整備費1/2
以内、もしくは1㎡あ
たり2,250円のどちら
か低い額。ただし、消
費税を除く。

【お問い合わせ先】　農林課　農業振興班　☎０８６６－５４－１３１８

お知らせ

　吉備中央町では、新成人の門出を祝う成人式を次のとおり行います。

　対象は、平成６年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた町内に住民登録されている方、

ならびに吉備中央町の出身で町外に転出されている方です。

　当日は、式典のあと記念行事を行います。記念行事は、新成人の心に残るものになるよう、代表

で組織された実行委員会が企画・運営します。

　お誘い合わせのうえ多数のご参加をお待ちしています。

開催日時　平成27年１月11日（日）
　　　　　午前10時～午後１時30分

開催場所　吉備中央町吉川４８６０－６

　　　　　きびプラザ３階大ホール

参加申込　�町内に住民登録している方には11月中に案内状を送付しま

すので、同封のはがきで出欠をお知らせください。

　　　　　�また、現在、町外に住民登録されている方で参加を希望され

る場合は、町教育委員会事務局へご連絡ください。

【お問い合わせ先】　〒716－1241　吉備中央町吉川4860－６
　　　　　　　　　　吉備中央町教育委員会　生涯学習班
　　　　　　　　　　☎０８６６－５６－９１９１

吉備中央町「成人式」の開催について
～11月30日（いいみらい）は年金の日～
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お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

吉
備
中
央
町
租
税
教
育
推
進

協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

蜜
蜂
飼
育
者
の
届
出
制
度
に
つ
い
て

狩
猟
期
間
に
つ
い
て

風
し
ん
の
無
料
抗
体
検
査

　

吉
備
中
央
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、
税
に
関
す
る
意
義
や
役
割
な
ど
を
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
習
字
と
絵
は
が
き
の
作

品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～
小
学
生
の
租
税
作
品（
習
字
・
絵
は
が
き
）～

�

の
展
示
に
つ
い
て

【
期
間
】
10
月
31
日
㈮
～
11
月
10
日
㈪

【
場
所
】
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館

　
　
　
　

展
示
ホ
ー
ル

～
小
学
生
の
租
税
作
品（
習
字
・
絵
は
が
き
）～

�

の
表
彰
式
に
つ
い
て

【
期
間
】
11
月
13
日
㈭

　
　
　
　

午
後
４
時
～
午
後
５
時

【
場
所
】
下
竹
荘
公
民
館
（
大
会
議
室
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吉
備
中
央
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

（
岡
山
西
税
務
署
総
務
課
内
）

�

☎
０
８
６

－

２
５
４

－

３
４
１
２（
直
通
）

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
小
学
生
》�

黒
瀬
　
嘉
子
選
（
投
句
者
35
名
）

「
三
光
」

　
人
　
長
い
夏
思
い
出
い
っ
ぱ
い
つ
く
れ
た
よ�

野
瀬
　
羽
未

　
地
　
人
生
は
け
わ
し
く
長
い
長
旅
だ�

後
藤
　
芽
生

　
天
　
長
い
夜
読
書
で
す
ご
す
秋
の
夜�

西
﨑
　
　
颯

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
…
中
学
生
》�

黒
瀬
　
嘉
子
選
（
投
句
者
84
名
）

「
三
光
」

　
人
　
ふ
る
さ
と
の
長
い
伝
統
守
り
た
い�

三
宅
　
千
尋

　
地
　
人
生
は
長
く
険
し
い
道
の
り
だ�

張
田
　
和
紀

　
天
　
災
害
地
復
興
ま
で
の
長
い
道�

籔
本
富
裕
美

《
一
般
の
部
》�

平
山
　
三
鶴
選
（
投
句
者
28
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
バ
ー
ゲ
ン
と
聞
く
や
長
蛇
の
列
も
出
来�

杉
本
富
美
子

　
　
　
虫
の
音
に
腕
が
ほ
し
が
る
長
い
袖�

黒
田
由
美
子

　
　
　
お
ん
な
坂
長
い
旅
路
の
罪
懺
悔�

宮
脇
　
和
恵

　
　
　
秋
野
菜
心
く
だ
け
る
長
い
雨�

早
原
登
美
子

　
　
　
過
ぎ
し
日
々
長
い
辛
苦
に
耐
え
て
今�

中
川
　
貞
子

「
三
光
」

　
人
　
長
寿
国
背
負
う
未
来
の
子
を
憂
う�

黒
瀬
　
嘉
子

　
地
　
長
生
き
し
喜
怒
哀
楽
の
つ
み
か
さ
ね�

小
林
千
恵
子

　
天
　
長
命
の
義
母
が
残
し
た
あ
り
が
と
う�

小
川
美
江
子

＊11月の課題は「弁当」、12月の課題は「走る」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

合
歓
の
花
咲
け
ば
遠
き
日
長
男
が
研
修
に
発
ち
し
朝
よ
み
が
え
る�

土
居
　
於
栄

秋
深
し
穂
群
揺
ら
し
て
す
す
き
原
光
り
放
ち
て
艶
や
か
に
あ
り�

土
居
　
照
代

カ
ナ
カ
ナ
と
夏
の
夕
日
に
さ
さ
や
い
て
さ
み
し
か
ろ
う
に
七
日
の
命�

小
谷
　
仁
美

間
髪
を
容
れ
ず
轟
く
雷

い
か
づ
ちに
夫
は
無
事
か
と
畑
な
か
を
見
る�

難
波
　
良
子

何
事
か
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
一
斉
に
声
ぶ
つ
け
合
い
鴉
飛
び
立
つ�

河
内
　
晶
子

吾
が
活
け
し
ほ
お
ず
き
眺
め
苛
立
ち
を
抑
え
し
日
も
あ
る
老
の
ひ
と
時�

山
本
　
豊
子

日
中
を
鳴
き
通
し
た
る
蝉
の
声
か
ぼ
そ
く
な
り
て
一
夏
は
ゆ
く�

国
只
由
紀
子

野
の
花
の
い
の
ち
頂
き
活
け
る
花
吾
が
生
き
ざ
ま
も
添
え
て
眺
め
る�

中
山
　
文
恵

放
送
川
柳
　
平
成
26
年
９
月
秀
句　

題
「
長
い
」（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

豊
野
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
１
９
４

下
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

０
９
７
０

吉
川
公
民
館

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
０
２
０

◎�

か
も
が
わ
公
民
館
ま
つ
り

　（
津
賀
・
円
城
・
御
北
公
民
館
合
同
開
催
）

　

■
日
時
・
内
容　

　
　
　
　

11
月
１
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　

作
品
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

　
　
　
　
　
　

２
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
２
時

　
　
　
　

作
品
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
発
表
ほ
か

　

■
場
所
／
津
賀
公
民
館

◎
上
竹
ふ
れ
あ
い
文
化
祭
り

　

■
日
時
／
11
月
２
日
㈰
雨
天
決
行

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

　

■
場
所
／
上
竹
荘
公
民
館

　

■
内
容
／�

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

菊
花
展
、
お
茶
席
、
バ
ザ
ー
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

　

■
駐
車
場
／�

上
竹
荘
小
学
校
・
Ｊ
Ａ
び
ほ

く
ピ
オ
ー
ネ
選
果
場

◎
豊
野
ふ
れ
あ
い
文
化
祭

　

■
日
時
／
11
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
3
時
30
分

　

■
場
所
／
豊
野
公
民
館

◎
文
化
祭

　

■
日
時
／
11
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

　

■
場
所
／
下
竹
荘
公
民
館

　

■
内
容
／�

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、

バ
ザ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

◎
男
性
の
料
理
教
室

　

■
日
時
／
11
月
13
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

■
場
所
／
下
竹
荘
公
民
館　

料
理
室

　

■
持
参
品
／
エ
プ
ロ
ン
、マ
ス
ク
、三
角
巾

　

■
会
費�

／
５
０
０
円

　

■
そ
の
他
／�

定
員
10
名
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
下
竹
地
区
内
）

　

■
日
時
／
11
月
30
日
㈰　

小
雨
決
行

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
10
時
ご
ろ
ま
で

　

■
内
容
／
道
路
・
河
川
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い

◎
吉
川
地
区
文
化
祭

　

■
日
時
／
11
月
２
日
㈰
午
前
８
時
～
午
後
４
時

　

■
場
所
／
吉
川
公
民
館

　

■
内
容
／
作
品
展
示
・
お
茶
席
（
天
籟
庵
）・
う

ど
ん
バ
ザ
ー
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
・
健
康
コ
ー
ナ
ー
・
盆

栽
教
室
・
花
の
即
売

ス
テ
ー
ジ
発
表　

午
後
０
時
30
分
～
午
後
３
時

こ
ど
も
祭
囃
子
・
も
ち
な
げ　

午
後
３
時
30
分
～

　

養
蜂
振
興
法
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
養
蜂
業
者
だ
け
で
な
く
趣
味
で
蜜
蜂
を

飼
育
し
て
い
る
方
も
「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の
提

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
届
出
の
除
外
規
定
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
岡
山
県
畜
産
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

先
へ
詳
細
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
届
出
時
期
】
毎
年
１
月

【
届
出
事
項
】

　

�

届
出
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
飼

育
場
所
（
地
番
ま
で
記
入
）、
飼
育
予
定

　

蜂
群
数
等

【
そ
の
他
】

　

蜜
蜂
飼
育
届
を
提
出
し
な
い
、
ま
た
は
虚

偽
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
10
万
円
以
下
の

過
料
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

備
前
県
民
局　

農
林
水
産
事
業
部

　

農
畜
産
物
生
産
課　

畜
産
班

�

☎
０
８
６

－

２
３
３

－

９
８
２
８

�

０
８
６

－

２
３
４

－

９
０
６
４

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

�http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/
page/349915.htm

l

　

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。

　

農
作
物
等
へ
の
被
害
防
止
を
目
的
と
し

て
、イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
限
っ
て
は
、

狩
猟
期
間
を
１
ヶ
月
間
延
長
し
、
平
成
27
年

　

平
成
24
年
～
25
年
に
か
け
て
全
国
的
に
発

生
し
た
風
し
ん
の
流
行
は
、
渡
航
者
等
を
通

じ
海
外
の
流
行
地
域
か
ら
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス

が
流
入
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
定
期
の
予
防
接
種
を
受

け
る
機
会
が
な
く
、
抗
体
価
（
風
し
ん
に
対

す
る
免
疫
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
を
表
す
指

標
）
が
低
か
っ
た
20
～
40
代
の
男
性
等
を
中

心
に
、
職
場
で
の
感
染
事
例
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、先
天
性
風
し
ん
症
候
群
が
増
加
し
、

（
妊
娠
初
期
の
妊
婦
さ
ん
が
感
染
す
る
と
、

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
目
や
耳
、
心
臓

な
ど
に
障
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。）社
会
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
無
料
抗
体
検
査
対
象
者
】

　

検
査
日
に
お
い
て
岡
山
県
内
に
住
所
を
有

す
る
者
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。������

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②�

①
の
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者
（
１
歳
未
満

の
者
を
除
く
）

③�

風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶
者

切
れ
た
電
線
に
近
づ
か
な
い
で

　

切
れ
た
電
線
や
垂
れ
下
が
っ
た
電
線
は
、

感
電
の
恐
れ
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。

　

絶
対
に
、
近
づ
い
た
り
、
触
れ
た
り
せ
ず

に
、す
ぐ
に
中
国
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　

中
国
電
力
株
式
会
社

　

岡
山
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
１
２
０

－

４
１
３

－

８
２
３

お
知
ら
せ

FAX

３
月
15
日
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

　

野
山
に
出
か
け
る
際
に
は
、
目
立
つ
色
の

服
装
を
心
が
け
る
な
ど
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
庁　

環
境
文
化
部　

自
然
環
境
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
１
０

　

備
前
県
民
局　

森
林
企
画
課

�

☎
０
８
６

－

２
３
３

－

９
８
３
２

上
竹
荘
公
民
館

�

☎
０
８
６
６
ー
５
４
ー
１
７
８
４

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

な
ど
の
同
居
者（
１
歳
未
満
の
者
を
除
く
）

※�

受
検
で
き
る
医
療
機
関
等
詳
し
く
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

※�

た
だ
し
、
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
、
明
ら
か
に
風
し
ん

の
予
防
接
種
歴
が
あ
る
方
、
検
査
で
確
定

診
断
を
受
け
た
風
し
ん
の
既
往
歴
が
あ
る

方
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま

す
。

　

�

罹
患
歴
ま
た
は
予
防
接
種
歴
が
明
ら
か
で

な
い
方
は
、ま
ず
は
抗
体
検
査
を
受
け
て
、

自
分
の
抗
体
価
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

�

無
料
抗
体
検
査
の
対
象
者
の
方
は
、ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

抗
体
検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が
低
い
場
合

は
、
任
意
の
予
防
接
種
（
有
料
）
を
受
け

る
こ
と
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
庁　

保
健
福
祉
部　

健
康
推
進
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
３
３
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　

�http://w
w
w
.pref.okayam

a.�jp/
page/380502.htm

l
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も
う
い
い
か
い 

火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ

平
成
二
十
六
年
度

全
国
統
一
防
火
標
語

地すべり
・地面にひび割れができる
・井戸や沢の水が濁る
・崖や斜面から水が噴き出す
・家やよう壁に亀裂が入る
・家やよう壁、樹木、電柱が傾く

土石流
・山鳴りがする
・雨が降り続いているのに、
　川の水位が下がる
・川の水が濁ったり、流木
　が交ざる

からのお知らせ岡山市西消防署吉備中央出張所
11月９日から11月15日は
　　　　　　　秋の火災予防運動期間です!!

■住宅火災から命を守るための７つのポイント
●３つの習慣
 ・寝たばこは、絶対やめる。
 ・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
 ・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
●４つの対策
 ・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
 ・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
 ・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
 ・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

土砂災害は前兆に注意を!!
崖崩れ

・崖からの水が濁る
・地下水や湧水が止まる
・斜面のひび割れ、変形がある
・小石が落ちてくる
・崖から音がする
・異様なにおいがする

～水害に対する備えを、知っていますか？ 土のうの作り方～

紐を引いて袋の口を
しぼります。

しぼり終えたら、紐を２～３回
まわして、紐の出口を上から下
へ通し、引いて閉めれば完成です。

土のう袋に６割程度の土を入れます。
重さは30㎏程度になります。

・吉備中央町が発行している「吉備中央町防災マップ」を利用し、自宅周辺の危険個所や避難指定場所
を再度確認しておきましょう。また、避難時に必要な非常持出品を準備しておきましょう。

　※土のう袋については、役場に問い合わせをお願いします。

消
防
無
線
ア
ン
テ
ナ

5.8ｍ
（車両重量：６ｔ）

5.7ｍ
（車両重量：３ｔ） 1.9m

1.9m

3.1m

3.0m
豆知識 緊急車の通行障害になることって何!?
　吉備中央出張所に配備されている、消防車や救急車は左図
のような大きさがあり、次のような障害があった場合現場ま
で行くことができないことがあります。
　①垂れ下がった枝、建物の屋根や軒。
　②道路の幅員が狭い、角度が急な坂道やカーブ。
　③重量制限のある橋、路肩が弱い箇所。
　以上、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】
　　岡山市西消防署吉備中央出張所（竹部2164－61）
　　☎０８６７－３４－０１１９　　０８６７ー３４ー１７６７FAX

ケーブルテレビのデジアナ変換サービスは
2015年３月までに終了します！

　吉備ケーブルテレビでは、テレビのデジタル化に伴う暫定措置として地上デジタル放送、ＢＳ・ＣＳデジ
タル放送のデジアナ変換・アナログ放送を行っておりますが、総務省の指針により2015年３月までに終了さ
せていただきます。ご利用の方は、引き続きこれらの放送をご覧いただくために、受信の準備をお願いいた
します。
　なお、視聴にあたっては、次のいずれかのご対応をよろしくお願いいたします。

【お問い合わせ先】　株式会社吉備ケーブルテレビ　☎０１２０－１０６－６５５

デジタルテレビ アナログ
テ レ ビ

＜現在のままだと＞

吉 備 ケ ー ブ ル テ レ ビ

ケーブルテレビ
専用デジタル
チューナー
（追加設置）

市販の
地上デジタル
チューナー
（追加設置）

地デジ：○視聴可

：×視聴不可BS・CS

地デジ：○視聴可

：○視聴可BS・CS

地デジ：◎視聴可

：◎視聴可

対応

（ハイビジョン画質）

（標準画質） （標準画質）

※何も視聴できなく
なります。

ケーブルテレビ
専用デジタル
チューナー
（追加設置）

アナログ
テ レ ビ

（ハイビジョン画質）

アナログ
テ レ ビ

BS・CS

デジタルテレビ

地デジ：×視聴不可

：×視聴不可BS・CS

地デジ：◎視聴可

：×視聴不可BS・CS

※１　�「ケーブルテレビ専用デジタルチューナー」または「市販の地上デジタルチューナー」は、各テ
レビに１台必要となります。

※２　�吉備ケーブルテレビでは、「ケーブルテレビ専用デジタルチューナー」１台を各加入者様に無償
レンタルしています。

　　　�お送りしている「ケーブルテレビ専用デジタルチューナー申込書」により申し込みをお願いいた
します。

　　　なお、２台目以降も有償にてレンタル可能です。
※３　�「市販の地上デジタルチューナー」の購入、設置については、お手数ですが、お近くの電気店等

にご相談ください。

【ケーブルテレビ専用デジタルチューナー】

（背面）
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高齢者の交通死亡事故が多発

【お問い合わせ先】　岡山北警察署　交通課　☎０８６ー７２４ー０１１０

【お問い合わせ先】　吉備の里相談支援センター　☎０８６６ー５６ー８２１６

　高齢者の交通死亡事故が県下的に多発しています。特に８月の月間交通事故死亡者８人に対し、
高齢者が７人という、高齢者ばかりが交通事故の犠牲となりました。
　岡山北警察署管内の今年に
入ってからの交通事故死亡者
数は３名で、いずれも吉備中
央町の高齢者ばかりが犠牲と
なっています。
　これから、年末にかけて、
夕暮れ時・夜間の交通事故が
多発する傾向にあります。
　車両の運転や道路歩行中は、
いつもよりも気をつけましょ
う。

『わが町福祉フォーラム in 吉備中央町』
～今�私たちができる「心のビタミンづくり」～

　今年度の福祉フォーラムは、精神障がい者の「障がい特性」、「地域支援の取り組みや課題」について
町民の理解を深め、新しい支援体制や地域交流の拡がりを目的として開催いたします（地域交流、生活
支援、就労支援、家族支援、それぞれの領域から精神障がい者への支援のあり方を考えていく）。ぜひご
参加ください。

・1986年山陽放送に入局。
フリーのアナウンサーを経
て、2004年、万成病院に
就職。08年、ひまわり寮
施設長に就任。施設の利用
者が中学校などで闘病体験
を語る「心の病気を学ぶ授
業」が話題となっている。

・実践の功績がたたえられ、09年リリー賞、13
年ベストプラクティス賞を受賞。
・精神保健福祉士

田
た
淵
ぶち
泰
やす
子
こ
プロフィール●日　時　平成26年11月15日（土）　午後１時開演

●会　場　吉備中央町農業振興センター（豊野17）
●内　容
　　第１部　基調講演
　　　　　　『福祉からはじまる街づくり
� ～ Think�Globally�Act�Locally�! ～』
� 　講師　田

た

淵
ぶち

泰
やす

子
こ

氏
　　第２部　シンポジウム
　　　　　　テーマ「�暮らしを支える地域実践とこれ

から」
●入　場　無料（定員100名）
●主　催　吉備中央町障害者等地域自立支援協議会

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
25
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
禰ね

元も
と

慎し
ん

之の

助す
け

さ
ん
の
「
お
父
さ
ん
と
の
野
球
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「お父さんとの野球」
吉川小学校　４年

禰
ね

元
もと

　慎
しん

之
の

助
すけ
さん

　

ぼ
く
は
、
野
球
が
好
き
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

毎
日
の
よ
う
に
お
父
さ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

て
い
ま
す
。
さ
い
し
ょ
は
ゆ
っ
く
り
の
ボ
ー
ル
で
も

と
れ
ず
、
か
ま
え
方
、
相
手
の
グ
ロ
ー
ブ
に
向
け
て

投
げ
る
投
げ
方
、
う
で
の
ふ
り
方
な
ど
毎
日
毎
日
お

し
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
も
野
球
が
好
き
で
す
。
だ
か
ら
野
球
の

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

「
両
手
で
と
る
。」

「
そ
ん
な
投
げ
方
じ
ゃ
と
れ
ん
ぞ
。
相
手
が
と
り
や

す
い
よ
う
に　

投
げ
ろ
。」

と
き
つ
く
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

く
や
し
く
て
ふ
て
て
、

「
も
う
せ
ん
。」

と
言
っ
て
上
手
に
で
き
ず
、
お
こ
ら
れ
た
り
す
る
の

で
す
。
家
に
も
ど
っ
た
り
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

す
。

　

で
も
、
お
こ
ら
れ
て
も
ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
と
す

る
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
、
楽
し
い
で
す
。
毎
日
の
よ

う
に
し
て
い
る
と
ス
ピ
ー
ド
の
速
い
ボ
ー
ル
も
と
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
は
や
い
ボ
ー
ル
も
投
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ
て
友
達
と
野
球
を

し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
は
、
当
番
以
外
で
も
用
事

の
な
い
と
き
は
一
緒
に
来
て
く
れ
て
、
み
ん
な
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
あ
い
て
を
し
て
く
れ
た
り
、
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。家
に
帰
る
と
、

ぼ
く
の
れ
ん
し
ゅ
う
内
よ
う
を
ふ
り
か
え
っ
て
、

「
あ
の
ボ
ー
ル
よ
く
と
っ
た
な
。
足
の
は
こ
び
方
い

け
ん
。
一
る
い
に
走
る
時
は
止
ま
る
な
。」

な
ど
、
ま
い
回
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は

す
な
お
に
な
れ
な
く
て
、

「
わ
か
っ
と
ん
じ
ゃ
。」

と
言
っ
て
そ
の
場
を
す
ぐ
立
ち
さ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
お
父
さ
ん
は
、

「
上
手
に
な
り
た
い
ん
だ
っ
た
ら
、
人
の
話
は
ち
ゃ

ん
と
聞
か
ん
と
い
け
ん
。」

と
い
い
ま
す
。ほ
ん
と
う
は
、野
球
が
今
よ
り
も
も
っ

と
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
け
ど
、
す
直
に
な
れ
ま

せ
ん
。
で
も
れ
ん
し
ゅ
う
の
時
、
お
父
さ
ん
に
言
わ

れ
た
こ
と
を
し
て
み
る
と
上
手
に
と
れ
た
り
投
げ
れ

た
り
、
セ
ー
フ
に
な
れ
た
り
し
ま
す
。
お
父
さ
ん
は

さ
す
が
だ
な
あ
と
、
そ
ん
な
時
、
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
と
お
父
さ
ん
は
、
野
球
を
見
る
の
も
好
き
で

す
。プ
ロ
野
球
を
応
え
ん
す
る
チ
ー
ム
も
同
じ
で
す
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
と
お
父
さ
ん
は
野
球
の
話
を
よ
く
し

ま
す
。
も
っ
と
上
手
に
な
れ
る
よ
う
に
、
お
父
さ
ん

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

今
で
も
、れ
ん
し
ゅ
う
中
は
よ
く
お
こ
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
お
こ
ら
れ
て
も
ぼ
く
は
、
お
父
さ
ん
と
す
る

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
っ

し
ょ
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
お
父
さ
ん
に
も
っ
と
野
球
を
教
え
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
ち
、

相
手
を
ア
ウ
ト
に
で
き
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い

で
す
。

��

お
父
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
お
こ
り
な
が
ら
も
、
ぼ
く
に
て
い
ね
い
に
野
球

を
教
え
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。



おめ

でとう満1歳

便

西
崎　

杏
奈
ち
ゃ
ん
（
下
加
茂
）

に
し
ざ
き　

あ
ん
な

平成25年11月８日生まれ

いつもあなたの笑顔にパワーをもらっ
ています♡
人を幸せにする魔法の笑顔を絶やさな
いよう、パパとママは頑張ります！！

髙
木　

風
和
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

平成25年11月８日生まれ

地域の皆様に優しく見守って頂き無事１歳を
迎えることができました。
ありがとうございます！
「風和」は凪（穏やかな海）を意味する古い
言葉です。名前の通り、人を和ますことので
きる娘に育ってほしいと願っています。風和
が生まれてきてくれて家族皆とても幸せです。

た
か
ぎ　

ふ
う
わ
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

11月号

出会いの
月号

扉
2014年

11月の休館日
３日　10日
16日　17日
23日　24日

22日（一日こども図書館フェスティバルのため、かもがわ図書館は臨時休館）

＜一般書＞　�
　親子三代で営む江戸麹町
の和菓子店「南星屋」は、
他では買えない日本各地の
おいしいお菓子を安く提供
することで、毎日行列がで
きるほどの人気ぶり。武
士から転身した店主の治兵
衛、出戻り娘のお永、孫で
看板娘のお君…。家族の絆
が七つのお菓子のエピソー
ドとともに描かれます。
�（ロマン高原かよう図書館）

＜児童書＞　�
　やこちゃんとひめちゃん
は大の仲良し。毎日手をつ
ないで学校に行きます。で
も席替えでふたりの席は遠
くに離れてしまいました。
ひめちゃんが隣の席のお友
だちと仲良くしているの
を見たやこちゃんは…？絵
本・童話作家の北川チハル
さんの心あたたまるお話。
� （かもがわ図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

まどのおてがみ 北川チハル／文研出版 か

トビのめんどり ポリー・アラキジャ／さ・え・ら書房 か

くろねこさん�しろねこさん 得田之久／童心社 ロ

森こびとのニムだいかつやく 勝山千帆／徳間書店 ロ

児　

童　

書

たんぽぽの目�村岡花子童話集 村岡花子／河出書房新社 か

目でみる単位の図鑑 丸山一彦／東京書籍 か

写真で知る！びっくり世界一 アフロ／パイインターナショナル ロ

とんだトラブル！？タイムトラベル 友乃雪／岩崎書店 ロ

一
般
実
用
書

緑肥作物�とことん活用読本 橋爪健／農山漁村文化協会 か

おかげさまで生きる 矢作直樹／幻冬舎エデュケーション か

シャバはつらいよ 大野更紗／ポプラ社 ロ

人に強くなる極意 佐藤優／青春出版社 ロ

一
般
読
み
物

山女日記 湊かなえ／幻冬舎エデュケーション か

悟浄出立 万城目学／新潮社 か

本屋さんのダイアナ 柚木麻子／新潮社 ロ

芙蓉の人 新田次郎／文藝春秋 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
11月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　��　午前10時30分～午前10時50分
　　　13日（木）かもがわ図書館
　　　27日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　��　午後２時～午後３時
　　　15日（土）かもがわ図書館

出�演 レインボーさん

『まるまるの毬
いが

』
西條奈加／著　講談社

『ともだちのまほう』
北川チハル／作
つがねちかこ／絵
　あかね書房

朗読の会　ゆう＆ゆう

　昨秋、「朗読チャレンジ講座」を修了した仲
間から生まれた「朗読の会�ゆう＆

あんど
ゆう」。「ゆう」

に込めたのは、「友」「遊」「悠」「優」「YOU」
…の思い。月１回の定例練習会では、発声練習
や作品の読み取りも丁寧に行いながら技術を
磨いています。
　ご依頼があれば学
校や施設などにも出
かけていきます！

紹介

出演　朗読の会　ゆう＆ゆう
　　　ピアノ　鶴旨桃子
演目　アンデルセン童話 
　　　（『雪の女王』 ほか）

クリスマス朗読館
Day　　 2014．12．14（日）
Time　  13：30～ 15：00
Place　　ロマン高原かよう総合会館　多目的ホール

広報12月号
に、チラシが
入ります。

　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介しています。
情報をお寄せください。（敬称略）
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

　宮坂流津山銭太鼓保存会所属

　山
やま

下
した

 紗
さ

季
き

さん（上竹・加賀中学校１年）
　■平成26年度第16回民謡民舞少年少女全国大会
　　民舞の部　準優勝　宮坂流津山銭太鼓保存会
　　　　　　　　　　　曲「タキオソーランⅡ」
　主催：�公益財団法人日本民謡協会
　開催：平成26年８月２日～３日
　会場：東京品川区立総合区民会館「きゅりあん」（東京都）
　※�この大会は、次代の文化を創造する新進芸術家育成を目的に開催される

もので、民舞の部には全国の予選大会を勝ち抜いた５団体が出場。いず
れの団体も優勝経験がある強豪がそろう中、準優勝を果たしました。

＜コメント＞
　今年初めてリーダーとして出場し、メンバーを支えていくプレッシャーがありましたが、みんなで協力して頑
張れたので、とてもうれしかったです。
　ステージではセンターで踊ったので、今までと違い手が震えるほど緊張しましたが、曲が始まると優勝するし
かないという気持ちで一生懸命踊りました。
　終了後は、ほっとしましたが、わずかな差で準優勝だったのでとても悔しかったです。
　今後も他のメンバーと支え合いながら、先輩としてまた来年も出場したいです。



フォト
トピックス イベント情報

●日　時　平成26年11月16日（日）小雨決行
　　　　　　受付午前９時～　出発午前９時30分
●集合場所　吉備中央町賀陽庁舎前駐車場　●参 加 費　大人800円　小学生以下500円（軽食込み）
●申込締切　11月11日（火）
●お申し込み・お問い合わせ先　吉備中央町観光協会事務局（協働推進課内）☎0866－54－1301
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0866－54－1311

『大平山ハイキング』参加者募集

じねんじょ祭り

　いよいよ紅葉の美しい時季が近づいて来ました。今年もまちの恒例行事となりました「大平山ハイ
キング」を開催します。
　今年の秋はどんな色に染まるでしょう??まちの最高峰(標高697ｍ)で秋を満喫してみませんか？
　皆さまのご参加をお待ちしています。

●日　時　平成26年11月16日（日）午前10時～午後3時　雨天決行
●会　　場　吉備高原都市センター区　さんさん広場
●お問い合わせ先　じねんじょ祭り実行委員会（小林）☎0867－34－0326

　町内の生産者が丹精込めて作った自然薯、約1000本を、格安にて販売します。
　あつあつの「とろろめし」「とろろうどん」をはじめ、自然薯入りのお好み焼きやプリン等もご用意
していますので、ぜひご来場いただき、秋の味覚をご堪能ください！

ブルーベリーのお菓子やつきたて
の自然薯入りのおもちもあります！

まちの
最高峰を
歩こう!!

●会　場　ロマン高原かよう総合会館／レインボーホール●入場料　無料（要入場整理券）
●出　演　海上自衛隊呉音楽隊、加賀中学校吹奏楽部

※入場整理券は下記の場所で配布を行っています。
　ロマン高原かよう総合会館・加茂川総合事務所
　吉川支所・大和支所・井原出張所・総合福祉センター

●日　時　平成26年11月8日（土） 午後１時30分開演（午後１時開場）
午後３時30分終演予定

迫力ある演奏を、
ぜひご家族で鑑賞してください。

●● 時時時時時時日日日日日日日 平成26年平成26年6年平 年成2平成 6年年111111 月月月月月月8888日日日日（（（（土）土）土）土 午後１時30分開演（午後１午後午後午後１時30分開演（午分時 開 午30 演１時3 分開 午午後１後後後午後

ハートフルコンサート inきびちゅうおう
ロマン高原かよう総合会館イベント情報

●主　催　ロマン高原かよう総合会館

第16回

広報きびちゅうおう  2014.11月号広報きびちゅうおう  2014.11月号 2223

【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
、
吉
備
高
原
鬼
伝

祭
の
打
ち
上
げ
花
火
の
様
子
で
す
。

　

毎
年
間
近
で
み
る
美
し
い
花
火

に
、
観
客
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
町
内
の
山
々
が
赤
や
黄
色
に
染
ま

る
秋
、
日
中
の
日
差
し
も
徐
々
に
弱

ま
る
中
、
朝
晩
の
空
気
も
肌
寒
く
な

り
、
冬
の
足
音
が
近
づ
い
て
い
る
こ

と
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
時
期
は
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が

大
き
く
な
り
、
風
邪
な
ど
体
調
を
崩

し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
中
国
に
は「
立
冬
補
冬
」と
い
う
、

立
冬
に
な
る
と
し
っ
か
り
栄
養
を
摂

り
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
冬
に
向
け
体

調
を
整
え
る
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ

と
わ
ざ
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
日
本
に
も
食
欲
の
秋
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、実
り
の
秋
を
迎
え
、

し
っ
か
り
栄
養
を
摂
り
、
体
調
を
整

え
て
、
今
年
の
冬
を
乗
り
越
え
た
い

も
の
で
す
。

�

石
井

　円城夏ものがたり
　８月23日、道の駅かもがわ円城で「円城夏ものがたり2014」（主催＝円城
夏ものがたり実行委員会）が開催されました。
　会場内では、円城ふるさと村などの地域団体が参加し、キムチラーメン、焼
きそばなどを販売。また、円城幼稚園・小学校の射的コーナーでは子どもたち
の歓声が響いていました。
　特設ステージではコーラスやフラダンスも披露され、最後は、盆踊りやビン
ゴゲームが行われ、会場は熱気に包まれていました。

　吉備高原鬼伝祭
　８月30日、吉備高原都市さんさん広場で「吉備高原鬼伝祭」（主催＝吉備高原鬼伝祭実施委員会主催）が開催
されました。
　鬼の伝説にちなんだこの祭りは今年で23回目。ステージでは、吉川八幡宮文化財保存会による子供祭り囃子、
加賀中学校の吹奏楽、加茂大祭保存会の棒使いや獅子舞、うらじゃ連のパレードが会場を盛り上げるとともに、
食の市、フリーマーケットが行われ、夏休み最後の週末ということもあって、多くの来場者が訪れました。また、
日没とともに鬼火の点火式が行われ、会場に並べられた絵柄燈籠に明かりが点灯されると、幻想的な光景が会場
を包みました。フィナーレでは、約500発の仕掛け花火や打ち上げ花火が夜空を彩り、来場者から大きな歓声と
拍手が起こりました。

　かかし祭り
　今年で17回目となる案山子まつり（主催＝案山子まつり実行委員会）
が豊野の主基田周辺で８月31日から９月13日まで開催されました。
　今年も話題のタレントやアニメのキャラクターなどを題材にした、手
作りのユニークな案山子38点が並び、県内外から訪れた来場者を楽しま
せていました。
　また、７日の審査投票日には「しんまちあきんど」が模擬店を出店。
13日には豊野小学校５年生による稲刈り体験、かかし祭り表彰式が行わ
れ、実りの秋を迎えた里山は期間中にぎわいました。

●日　時　平成26年11月16日（日）　開演：午前８時45分
●会　場　ロマン高原かよう総合会館／レインボーホール
　町内外から約120組の出演者が、カラオケ・舞踊など発表します。●共　催　ふれあい芸能発表会実行委員会・ロマン高原かよう総合会館

第11回
入場無料 !!

ふれあい芸能発表会

【お問い合わせ先】　ロマン高原かよう総合会館　☎0866－54－1301


